
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

明けましておめでとうございます。年末年始はご家族でゆっくり過ごすことができたでしょうか。

冬休みが終わり、今日からいよいよ学年最後の学期がスタートしました。子供たちの元気いっぱい

の声が教室に響き渡り、また心新たに気力があふれる思いです。  

さて、３学期はまとめの学期となります。今まで学んできたことを土台としてさらに力を伸ばし

ていってほしいと思います。また、６年生への進級に向けての大事な３か月でもあります。最高学

年になるにあたって、もう一度「富士見小の約束」などを振り返り、一つ一つ達成できるよう頑張

っていきたいと思います。今年も、５年生担任一同力を合わせて、子供たちが健康でのびのびと学

校生活が送れるよう努力してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。  

 

 

 

 

【国語】 好きな詩のよさを伝えよう、言葉でスケッチ、熟語の読み方、漢字の広場  

想像力のスイッチを入れよう、複合語 

【算数】 比べ方を考えよう（２）、割合をグラフに表して調べよう 

【社会】 情報を生かす産業、情報を生かすわたしたち 

【理科】 もののとけ方  

【図工】 だんボールでためしてつくって 

【体育】 サッカー、けがの防止 

【音楽】 日本の音楽に親しもう 

【家庭科】生活を支える物やお金 

【外国語】Lesson７ I love my town. 

【総合】 本は友だち 

 

 

 

 
１月１３日（火）１・２校時に、書きぞめの競書会を実施します。体育館を使って、５学年全体

で取り組みます。当日は忘れ物のないよう、手本や筆等の用具などしっかりと準備させてください。 
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1 月の学習予定 

お知らせ 

元気玉
～みんなの力を合わせて最幸の１年に～

 

☆書きぞめ競書会 １月１３日（火）１・２時間目 

☆校内書きぞめ展  ２月２０日（金）１３：１０～１４：１０ 

 各クラスのワークスペースに掲示しております。どうぞ御覧ください。  

☆持ち物 

□書きぞめ用の筆  □名前用の中筆  □お手本  □レジャーシート □ぞうきん 

□墨池（硯の裏が深くなっていてそれを使いたい人はそれでも可）  

□新聞１日分（作品をはさんだり、下敷きの下に敷いたりします。）※ない場合はクラスの物を渡

します。 

図工の学習でだんボールを使った立体作品をつくります。ご家庭でだんボールを用意していた

だけると助かります。詳しくは、教科書２２ページでご確認ください。 



 

 

 

 冬休みが終わり、いよいよ３学期が始まりました。今月は、改めて「学校のルールを

守ること」を重点的に指導してまいります。 

 長期休み明けは、生活リズムの変化から、基本的なきまりが疎かになりやすい傾向に

あります。例えば、安全を守るための「通学帽子を正しくかぶること」、校内でのけじ

めをつけるための「教室内では防寒着を脱ぐこと」、そして、学習習慣の基盤となる「宿

題を期限通りに提出すること」。これらは単なるルールではなく、社会で互いに気持ち

よく、そして安全に過ごすための大切な約束事です。 

 ご家庭でも、お子様と一緒に以下の項目を確認してみてください。 

 

 

【学校生活・持ち物チェックリスト】 

□通学帽子をかぶって登下校できていますか。 

□ポケットに手を入れて歩いていませんか。（転倒時の怪我防止のため） 

□筆箱の中身はそろっていますか。 

（鉛筆５本、赤青鉛筆、消しゴム、定規、ネームペン） 

□自分の持ち物に名前は書いてありますか。 

□学習に関係のないものは持ってきていませんか。 

  

 

 

私たちは、さまざまなルールの中で生活しています。 

〇自分の命や権利を守るための「社会のルール（法律・マナー）」 

〇家族が笑顔で過ごすための「家庭のルール」 

〇多くの仲間と気持ちよく学び、成長するための「学校のルール」 

  

どのルールも、決して誰かを縛るためのものではなく、私たちの「安全」と「自由」

を守るために存在しています。ルールを守ることは、周りの人を大切にすることであり、

自分自身の生活を守ることにもつながります。 

 

 ご家庭でも、新学期の準備に併せて「なぜルールが必要なのか」をお子様と話題にし

ていただければ幸いです。４月から最高学年として自信を持って歩み出せるよう、学校

と家庭で手を取り合い、見守っていきたいと思います。 

今一度、ルールの意味を考える  


